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1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4077200121 法人全体で地域の方々に必要なサービスを提供できるように多機能化に努めている。クリニッ
クや老人保健施設が併設であることにより医療面での支援が厚く、利用者が安心して生活でき
る環境が整っている。海や山が近く自然に恵まれた環境であるのに加え、施設内にも花壇や畑
があるので利用者が季節の花や野菜を育てることができる。併設施設との合同行事やサークル
活動も多彩で、音楽や絵画も楽しんでもらえる。地域の店に買い物や食事に出かけたりする以
外にも、ボランティアが行事に参加されたり盆踊りや子供みこしが施設内まで来てくれたり
と、地域との交流も多い。

法人名 医療法人波多江外科医院

事業所名 グループホームあかり

所在地 福岡県糸島市志摩小富士２５８番地

自己評価作成日 2019年10月30日

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php 海や山が近く自然に恵まれた環境の中で最期の時も安心して過ごすことのできる事業所である。併設
のクリニックや老人保健施設、かかりつけ医との連携体制を整え、急変時にも利用者や家族が安心し
て任せられるような体制作りに励んでいる。広い敷地内には中庭や花壇、畑があり、気分転換の散歩
や野菜作りを楽しむことができる。馴染みのサロンや文化会館での日舞、コンサートなどのイベントへ
の参加、図書館通いなど、趣味活動を継続することができるよう支援も行っている。近隣のお店へ買い
物に出かけたり、希望時には家族と一緒に外食を楽しむ機会を作ったりして、利用者と家族に寄り添っ
た支援を実践している事業所である。

評価機関名 　公益財団法人　福岡県メディカルセンター

所在地 　福岡市博多区博多駅南２丁目９番３０号

訪問調査日 2019年11月18日 評価結果確定日 2019年12月23日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

1. ほぼ全ての利用者の

65

4. ほとんど掴んでいない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

1. 毎日ある

66
3. たまにある

2. 数日に1回程度

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした
表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどできていない

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：51）

1. ほぼ全ての利用者が

69
3. 利用者の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが
63

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

1. ほぼ全ての利用者が

70

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
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福岡県　グループホーム・あかり  ２０１９年１２月２３日　

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護予防
サービス指定基準における禁止の対象となる具
体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

利用者の人格を尊重した自立支援と地域密
着を主体とした「住み慣れた地域であなた
の大切な一日を心豊かに」という理念を作
成しており、ホームの玄関など目に付く場
所に掲示して、日々意義を考えながら仕事
ができるようにしている。

事業所理念である「大切な一日を心豊かに」を
念頭に置き、利用者一人ひとりのペースに合わ
せた対応を心掛けている。職員会議で日々の内
容を振り返り、理念に沿ったケアを実践できて
いるか、見つめなおす機会を作っている。

毎月の行事に地域のボランティア団体や小・中
学生が来てくださったり、地域の方たちが盆踊
りや子供みこしを披露しに来てくださってい
る。近隣の店に昼食、喫茶、買い物に行き、お
店の人と顔見知りになっている。また、地域の
文化会館のイベントを見に行くこともある。

ボランティアの受け入れや事業所行事に地域の小中学
生、近隣住民が参加するなど、地域との交流を図ってい
る。日用品や事業所内で栽培している野菜の苗を近くの
お店に買いに行く中で、利用者と店員が顔見知りの関係
となるなど、日常的に地域とつながりながら過ごすこと
ができている。

中学生の体験学習を受け入れたり、「ＲＵＮ伴
＋（認知症や障害のある人を理解し助け合うま
ちづくりを目指す日本全国縦断イベント）」
に」参加したりして、高齢者や認知症という病
気への理解を深めてもらい、地域で高齢者が暮
らしやすくなるように努めている。

事業所便りを見てもらいながら、利用者や
サービスの実際を報告し、出席者全員が話
し合いに参加できるよう配慮している。会
議での意見はホームのミーティングや申し
送りなどを通じて職員に伝達し、日々の
サービスに反映している。

地域包括支援センター職員、民生委員、利用者、家族代
表が参加し、２か月に１回開催している。事業所の現状
や外部評価結果の報告を行い、改善点への取り組み内容
などについて利用者や家族、外部の目線からの率直な意
見を聞く機会になっている。

運営推進会議に地域包括支援センター職員
の参加があり、ホームの現状を伝え、情報
やアドバイスを得ている。また、以前に主
任が糸島地区介護保険事業者連絡会の地域
密着部会の会長を１年務めるなど、協力関
係を築いている。

運営推進会議後に行政担当者へ報告書を提
出し、事業所の現状や改善に向けた取り組
み内容を伝えている。困難対応事例が発生
した場合には、地域包括支援センターと相
談し、連携しながら対応にあたっている。

現在、身体拘束は行っていない。定期
的に身体拘束の勉強会を行っており、
身体拘束が与える影響について正しく
理解している。日中は施錠をせずに、
センサーで対応している。

法人全体での身体拘束委員会へ出席し、参
加できなかった職員に対しては伝達講習を
行っている。言葉での拘束や対応方法で気
づいた点について職員同士で確認、注意し
合いながら身体拘束をしないケアに取り組
んでいる。
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福岡県　グループホーム・あかり  ２０１９年１２月２３日　

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

8 (6) ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 (9) ○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。また、事業所で働く職
員についても、その能力を発揮して生き生きとして
勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保
証されるよう配慮している

定期的に高齢者虐待の勉強会を行っている。入所施設な
ので、自宅での虐待にかかわることはほとんどない。事
業所内では、不穏な利用者に対し職員が虐待を行うこと
がないように、ミーティングで利用者についての情報を
共有し、現場では声をかけあったり交代して対応したり
して防止に努めている。

定期的に権利擁護の制度について勉強会を
行っている。制度についてのパンフレット
も作成しており、相談があったりお勧めし
た方が良いと思われる方については、制度
の説明やアドバイスを行っている。

成年後見制度や日常生活自立支援事業を活用し
ている利用者もいるため、実際の例を踏まえな
がら制度の理解を深めている。説明用の資料を
準備し、手続きの支援も行うなど、必要な制度
を適切に活用できるよう手助けする体制が整っ
ている。

見学や相談、重要事項の説明などを行う中
で、利用者や家族の希望や不安を聞き取
り、ホームでできること・できないことを
説明し、理解・納得してもらった上で、契
約を結んでいる。また、改定の際にも個別
に面談して説明を行い、同意を得ている。

利用者と個別に話す機会を持つ中で、希望や不満などを
聞き取るようにしており、意見があった場合はミーティ
ングなどで話し合い対応している。玄関には意見箱を設
置している。家族からは面会やケアプラン交付時に希望
や意見を聞き取るようにしている。運営推進会議に交代
で出席してもらい、意見をサービスに反映させている。

家族に生活状況を報告する際や訪問時に声をか
け、意見や要望の言い出しやすい関係作りに努
めている。運営推進会議に利用者、家族の出席
があり、現状報告や外部関係者と一緒に課題に
ついて協議する中で、職員に直接言いづらい意
見や要望を表に出す機会になっている。

管理者は、職員から意見や提案を出しやすいよう日頃か
ら話を聞く機会を作っているが、細かな希望や不満を吸
収するために定期的に個別ミーティングも行い、意見や
提案に対する返答を行っている。必要に応じて管理者か
ら代表者へ報告や相談の機会を設けており、適切な助言
を受けている。

職員は日頃から管理者と話し易い関係性ができ
ている。毎月のミーティングでは職員の意見や
要望を聞き、実際に忙しい時間帯の職員配置の
見直しを行っている。また、個人面談を年に１
回行い、職員からの提案を細やかに聞きとり、
意欲向上に繋げている。

代表者は、職員の努力や実績、勤務状
況について報告を受けている。また、
実際に勤務している現場を見る機会も
多いため、的確に状況を把握でき、職
場環境や条件の整備を行えている。

募集・採用に当たっては、年齢・性別
共に幅広く人材を求めている。今まで
の経歴や特技などを尊重し、仕事の中
でそれぞれの能力を発揮できるような
場をつくるようにしている。

職員の年齢は２０代から７０代と幅広く、
野菜作りや料理などの特技を活かしながら
働いている。職員からの提案を可能な範囲
で実現し、意欲向上につなげることで、長
く勤める職員が多くなり、利用者や家族と
良好な関係を築けている。
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福岡県　グループホーム・あかり  ２０１９年１２月２３日　

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 (10) ○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

15 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

18 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

定期的に接遇（特に入居者に対する声掛けや言葉使いに
関して）の研修を行っている。ケアプラン策定時やミー
ティングの時に、どういうサービスが人権を尊重してい
ることにつながるか、侵害することにつながるかを念頭
に置いて話し合うことで、職員に基本姿勢として意識付
けられるよう努めている。

管理者、職員は接遇の研修やミーティング
を通して、人権の尊重について学んだり、
話し合ったりしており、利用者の好みや生
活習慣を否定せず、個々の状態に合わせて
支援するよう努めている。

ホームで定期的に計画して勉強会を行っているのに加
え、併設施設との合同勉強会も行っている。また、地域
の事業者連絡会で行われている勉強会や保健所主催の研
修にも参加しており、働きながら学べる体制つくりに努
めている。また、介護福祉士、社会福祉士、介護支援専
門員の資格を積極的に取得するよう職員に勧めている。

地域密着サービスの事業者連絡会に参加し
ている。研修も兼ねて行われることが多い
ため、内容によって参加する職員を決めて
おり、参加した職員はミーティングなどで
研修内容の伝達を行っている。他施設を訪
問する研修もある。

入居前に本人と面接して話す機会を持って
いる。できれば入居する部屋やロビーなど
を見ていただき、どういう住まいにしたい
か、どう過ごしたいかなどを一緒に考えて
いけるように努めている。

入居前に家族と面接や電話で相談を重ね、
本人と家族の状況を聞きながら、ホームに
対しての希望や不安を聞き取るようにして
いる。ホームでできること、できないこと
を説明し、入居してから本人・家族共によ
りよく過ごして頂けるように努めている。

相談を受けてもすぐに入居できない場合が多い
ので、通所やショートステイなどのサービスを
利用してもらいながら、待機の時間を入所への
準備期間として考えてもらうように勧めてい
る。どうしても在宅介護が困難になっておられ
る場合は、他の入所施設の紹介も行っている。

プランターでの野菜作りや縫物・紐の結び方など本人の
得意なことを教えてもらいながら一緒に活動を行うよう
にしている。また、ことわざや方言、昔からのしきたり
などの意味を教えてもらったり、若い頃の様々な体験や
人生観をお聞きしたりと、人生の先輩として多くのこと
を学ばせて頂いている。
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福岡県　グループホーム・あかり  ２０１９年１２月２３日　

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

21 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

26 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

27 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

面会時にはお茶を出し、部屋やロビーなど希望される場
所でゆっくり過ごして頂けるように努めている。好きな
食べ物を持ってきて一緒に食べられたり、一緒に外食に
出かけたりする機会も持っている。また、家族だけでは
外出できない方の希望で、自宅にお連れしたこともあ
る。年に２回、ホームの行事として、食事や喫茶に家族
を招く機会もある。

併設施設の通所サービスを利用されていた方
は、知人と会えるように通所施設にお連れする
機会を作っている。ドライブで、糸島のさまざ
まな地域に出かけ、昔ながらの景色を楽しんで
もらったり、近隣のスーパーへ買い物に行かれ
たり、個別対応で自宅にお連れしたりしてい
る。

入居前から通っている地域サロンや地
域の図書館へ出かけたり、近隣のスー
パーへ買い物に行ったりと、利用者が
大切にしてきた場所や人間関係が途切
れないように支援している。

ロビーで利用者が一緒に過ごしたり活動したりできるよ
うにしている。また、利用者同士の相性を見ながら、席
の配置を決めたり、散歩や外出の組み合わせを考えてい
る。（トラブルになりそうな場合は事前に職員が間に入
る）レクリエーションに誰でも参加しやすいように、利
用者に応じてサポートの方法を変えるなど工夫してい
る。

退居後は併設施設に入所される方もおられるの
で、利用者・家族共に継続的に関わりを持ち、
相談にのっている。入院された場合も、経過を
観ながら、必要に応じて相談にのったり病院と
連絡を取りあったりして支援を行っており、再
入居につながることもある。

本人の生活リズムや意向を尊重し、本人や家族と相談し
ながら、日課や活動を強制せずに本人のペースで暮らし
ていただけるよう努めている。体調に応じて休息の時間
を長めにとるなど、個人の心身状況に合わせて過ごして
もらえるように配慮している。コーヒーやお菓子・パン
など本人のお好きなものを個人分として預かり、希望を
聞きながら提供している。

起床時間に合わせて朝食を提供したり、好
みに合わせて飲み物やお菓子を休憩時間に
一緒に食べたり、おしゃれが好きな方が一
日に何度でも好きなように着替えられるよ
うにするなど、利用者の思いや暮らし方の
希望に配慮している。

以前の仕事や趣味、得意分野を聞き取り、活躍の場や話
題を提供して、経験を活かせるようにしている。入居前
の習慣や日課などできるだけ継続できるように努めてい
る（プランターで野菜やお花を育ててもらう、達筆な方
に創作活動の字を書いていただくなど）。昔のアルバム
を持って来てもらい、写真を見ながら話を聞かせても
らっている方もある。

本人の今までの生活でしていたこと、心身状況からでき
ると思われることは時間がかかっても自分でされるよう
支援し、日々の観察や働きかけにより、潜在能力を発揮
してもらえるように努めている。記録をこまめに残すこ
とで情報を共有し、できたことのみならず、できなかっ
たこと、できなくなったことも把握できるようしてい
る。
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福岡県　グループホーム・あかり  ２０１９年１２月２３日　

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

29 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

33 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている

介護計画は本人や家族の意見を反映できるように、面会時の聞き
取りだけでなく、希望等を記入する書類をお渡しして具体的に聞
き取れるように努めている。介護職員とケアマネージャー、主治
医、併設施設の看護師、リハビリ職員、相談員が出席する会議で
意見交換した上で作成している。計画は家族に説明し、同意を得
て交付している。毎月、ミーティングで情報を共有しながらモニ
タリングを行っている。

担当職員と計画作成担当者が情報共有して
計画書を作成している。毎月のミーティン
グでモニタリングを行い、計画を見直して
いる。家族には生活状況の報告を毎月行
い、その際に意見を聴取して、サービス計
画に反映している。

個人ごとのカルテがあり、心身状態や医療情報
などが記録されている。日々のケアだけでな
く、ケアプランの実践記録も個別の介護記録に
記入されている。毎月のミーティングでは、個
人別に職員の持つ情報を交換・共有し、介護計
画のモニタリングと見直しを行っている。

事業所は併設施設と連携し「通う、泊まる、住む」機能を備えて
いる。利用者は状況や要望に応じて、馴染みの生活環境をできる
だけ継続しつつ様々なサービスを利用することができる。入居し
てからは、併設施設との２４時間の医療連携体制に加え、リハビ
リ施設の利用もでき、重度になられても法人全体で最後まで対応
していくという姿勢で、利用者や家族の方に安心感を持って頂い
ている。

喫茶（模擬店）を開く時に、地域のボランティア団体か
ら手伝いに来てもらったり、サークル（コーラスやドッ
グセラピーなど）の講師として地域の方に定期的に来て
もらったりしている。歴史資料館や文化会館にイベント
を見に行くこともある。運営推進会議には地域の民生委
員の方が必ず出席してくださる。

入居時に本人・家族と相談し、かかりつけ医や受診方法
を決めている。訪問診療以外は原則、家族が本人と一緒
に受診してもらうようにしているが、家族だけで難しい
場合は、職員も同行する。受診時には、主治医から受診
先へ診療情報提供書を出すようにしている。歯について
は往診に来てくださる歯科がある。

入居時に利用者、家族と話し合いかかりつ
け医を決めている。週１回の訪問診療、検
査や入院が必要な時には協力病院への紹介
等、適切な医療が受けられるように連携体
制を整えている。

併設施設と医療連携体制をとっている
ので、看護師と２４時間連絡が取れ、
相談や訪問を受けられるようになって
いる。また、毎日訪問を受け、入居者
の健康状態を把握してもらっている。

母体の医療機関の医師が中心となり、地域
の医療機関との連携に努めている。入院中
も本人が安心して過ごせるように病院側に
情報提供したり、認知症の悪化が見込まれ
る場合は、入院が短期間で済むように日程
を調整してもらったりしている。
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福岡県　グループホーム・あかり  ２０１９年１２月２３日　

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

36 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 （16） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

本人の心身状態や定期検査の結果などを毎月の連絡票で
報告し、血液検査の結果も渡している。必要あれば、主
治医、家族、ホーム職員で面談を行い、今後の方針につ
いて話し合っている。重度化または終末期となられた入
居者に対しては、本人や家族と話し合い、ホームででき
るケアの内容を十分に説明し、それでも家族がホームで
過ごすことを希望されるのであれば、主治医や併設施設
と協力しながら対応している。

重度化した場合や終末期に向けた希望につ
いて入居時に話し合い、職員ミーティング
を通して職員間で情報共有している。看取
り介護を希望する時には、併設施設の看護
師やかかりつけ医等の関係機関と連携、協
力しながら支援に取り組んでいる。

定期的に救急法の勉強会を行っており、実
際に人形で実演したりＡＥＤの使用方法を
学んだりしている。ホームには緊急時のマ
ニュアルを掲示している。また、骨折や窒
息など様々な急変や事故の形態に合わせた
対応についても勉強会を重ねている。

日中、夜間それぞれの体制で定期的に併設施設との合同訓練
を行っている。火災訓練では利用者も一緒に参加してもらう
こともあり、消防署の方が定期的に訪問されるので、避難場
所の確認、救助方法の確認などを行っている。地震や風水害
に対しては、過去に市役所の職員による地震に備えた安全対
策や大雨災害時の避難場所などの講習を受けた。現在も定期
的にミーティングで避難場所などの再確認を行っている。併
設施設には地域の消防団に入っている職員もいる。また、併
設施設に防災無線を設置している。

消防署立会い火災避難訓練を年２回、その他風
水害を想定した避難訓練も実施している。併設
施設との協力体制が整っており、万が一に備え
た備蓄品も十分確保できている。地域の防災拠
点や避難場所について、職員間でしっかり情報
共有されており、利用者が安心して避難できる
体制が整っている。

定期的に接遇や認知症に対する勉強会を行い、一人ひと
りに合った声かけや介護方法で、利用者の誇りやプライ
バシーを守れるよう努めている。カルテや内服薬など個
人情報に関するものは目隠しで被い、外部からは見えな
いように配慮している。契約時に個人情報の取り扱いに
ついての意向を確認（事業所便りやホームページ、施設
内の名前・写真の掲示等）するようにしている。

接遇方法や認知症に対する理解を深める勉
強会を行っており、人格を尊重した介護の
重要性を全職員が認識できている。同じ話
を繰り返されても否定せずに傾聴し、利用
者の心に寄り添った対応を心掛けている。

入浴や外出時には自分で好みの衣服を選んでもらった
り、おやつの時に飲みたい飲み物を選んでもらったり
と、小さなことでも自分で決めてもらえるように声かけ
している。自分から意思表示されない方には、わかりや
すいように問いかけたり表情などの反応で推測したりし
て、意思を確認できるよう努めている。

業務の流れや集団の日課を強制せずに、本人の
希望やペースに沿った生活を送っていただける
よう努めている。高齢の方や体力が低下してい
る方は、休む時間を長く確保するため入浴やお
やつの時間をずらしたり、その日の状態によっ
て起きる時間や休む時間を決めたりしている。
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福岡県　グループホーム・あかり  ２０１９年１２月２３日　

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

41 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

43 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

45 （19） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

46 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

行事や外出の時におしゃれな服に着替えて頂いたり、お化粧を手伝った
りしている。また、スカートがお好きな方には、スカートをはいても
らっている。気分によって１日に何度も着替える方がおられるが、どの
服が汚れているかわからなくなってしまうため、不潔にならないように
タンスに一定程度の数を置いて自由に着替えてもらい、定期的に洗濯す
るようにしている。併設施設に訪問理美容が来ていて、希望に応じて
カットだけでなくパーマやカラーも対応してもらっている。希望される
方には、毎朝の化粧水と乳液でのスキンケアの支援や、定期的に爪のマ
ニュキアをしている。男性の利用者の方には毎朝髭剃りの準備とお手伝
いを行っている。

月１回づつ夕食作り、おやつ作りを行っており、利用者の希望や
能力に応じて作業を分担している。メニューもできるだけ利用者
と一緒に決めるようにしており、畑やプランターで収穫した野菜
を使ったり、利用者の誕生祝いのケーキやお膳を作ったりしてい
る。お彼岸にはおはぎ、秋には栗ごはんなど季節に合わせた料理
を作るようにしている。日々の食事でも昼・夕食の小鉢をつぎ分
けてもらったり、食後の食器を拭いてもらったりしている。

定期的に夕食やおやつ作りを利用者と一緒に行い、事業
所内で収穫した野菜を調理したり、利用者の希望するメ
ニューを取り入れたりして、楽しみながら食事ができる
場を作っている。食事の介助が必要な利用者や勤務体制
の関係もあり、日常的に食事を一緒に囲む体制は整って
いない。

まずは同じテーブルに座り、献立の感
想やテレビの話題などの会話をするこ
とから始めるなど、利用者がより一層
楽しみながら食事ができるような工夫
に期待したい。

管理栄養士による献立なので、栄養バランスは取れてお
り、本人の状態に合わせて形態を変えたり、塩分を控え
たりしている。食事量は毎食記録し、必要な人は水分量
も記録している。水分を飲もうとされない方には、家族
と相談して好みの飲料水などを持ってきてもらってい
る。栄養状態が悪く食欲もない方には、栄養ゼリーや高
栄養ジュースを提供している。

毎食後に口腔ケアを行っている。本人の状態に応じて声かけや介
助を行い、物品も使い分けている（義歯ブラシ、スポンジブラ
シ、ワンタフトブラシなど）。夜は義歯を洗浄するようにしてい
る。介助が必要な方には、洗面所に手順を書いたもの貼り、同じ
方法で職員が支援できるようにしている。毎月歯科衛生士の方か
ら歯磨きや口腔内の清潔に保つためのポイントなどの情報を教え
て頂き、職員で共有している。

個別にその方の排泄パターンに合わせた時間にトイレ誘
導を行い、腹圧をかけるなど排泄を促す工夫をして、オ
ムツの使用を減らせるように努めている。オムツの種類
を使い分けたり、本人の動きや声かけ・介助の方法を統
一することで、できるだけ自分で動作を行ってもらえる
よう支援している。

個人の排泄パターンにあわせた時間に声か
けを行い、排尿を促す工夫を取り入れるな
ど、排泄の自立支援を実践している。夜間
帯も睡眠の妨げにならない範囲でトイレ誘
導を行うことで、実際におむつの使用量も
減っている。

水分摂取に努め、散歩や体操などで身体を動か
す機会を多く作っている。管理栄養士による栄
養バランスのとれた食事で本人の状態に合わせ
た食形を提供しているが、水分をあまり飲もう
とされない方には、家族と相談して好みの飲料
水などを持ってきてもらっている。

人によって好みの湯温にしたり、湯量を調整し
たりして、安心して快適に入浴してもらえるよ
う努めている。体力が低下している方は、入浴
の前後に休んでもらったり、体調に応じて日時
を変更したりしている。本人の参加される活動
と重ならないように日時を決めている。

お湯の量や温度は利用者一人ひとりの好み
に合わせ、職員と１対１の会話を楽しみな
がら入浴している。入浴を好まない利用者
には声のかけ方やタイミングを工夫し、入
浴拒否とならないような対応を心掛けてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

48 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

49 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

50 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

51 （21） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

53 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

昼間は散歩に行って太陽や風にあたってもらったり、体
操など体を動かす活動を取り入れている。室内空調を好
みに合わせて調整したり、冬は湯たんぽを入れたりして
ぐっすり眠って頂けるよう努めている。マットや枕、毛
布など本人の希望や状態に応じて家族が持ってきてくだ
さることもある。休息の確保のため、体調を見ながら、
自室で横になられる時間を持ってもらうようにしてい
る。

病院や薬局からもらう薬の名称・効能の表を活用して、
職員が正しく薬を理解できるように努めている。副作用
の出やすい薬については、主治医からも注意点を聞いて
特に注意して観察するようにしている。拒薬される方も
あるため、確実に服薬して頂けるように個々の状態に合
わせて介助方法を決め、統一して対応している。

以前の仕事や趣味、得意分野を聞き取り、活躍の場や話題を提供
している（縫物が得意な方に布巾を作ってもらうなど）。また、
コーヒーや酎ハイ・焼酎がお好きな方は個人分を預かって提供し
たり、パンがお好きな方を週１回パン購入にお連れしたりして、
楽しみごとを支援している。歌がお好きな方が多いので、コーラ
スサークルに参加したり、ロビーで歌のＣＤを流しながらお手伝
いをしてもらうなどしている。

併設施設へ友人や家族に会いにお連れしたり、サークル
活動に参加してもらったりしている。中庭への散歩やド
ライブ、併設施設の売店や地域の店への買い物などでき
るだけ事業所の外へ出るようにしている。また、本人や
家族と相談し、自宅にお連れして家族の方と一緒に過ご
してもらったり、地元の神社へ初詣に行ったり、地域の
店へ昼食や喫茶にお連れしたり、ペットショップに動物
を見に出かけたりしている。

日用品の買い物や併設施設のサークル活動への
参加等、日常的に外出できる体制が整ってい
る。利用者の趣味活動が継続できるように文化
会館や図書館に付き添ったり、利用者が好きな
お店や料理を選んで外食する機会も作ったりし
て、利用者の希望に合わせた外出支援を実践し
ている。

お金を所持してもらおうとしても、それが
気になって被害妄想が出てしまうことが多
いため、現入居者の方の所持はない。ホー
ムで少額を預かり、受診やパンの購入の時
に本人に財布をお渡しして、自分で払って
もらうよう支援している方はおられる。

家族や友人から電話がかかってきた場合は取次ぎ、ゆっ
くり話してもらえるように配慮している。また、携帯電
話を持っている方もおられる。年賀状など送られてきた
場合は、本人・家族に見て頂いてから部屋に飾るなどし
ている。職員がお手伝いをすることで字が書ける方に
は、返事を書いて郵送したこともある。

木目調の床材や壁材を持ち、落ち着いた雰囲気
を作っている。和室もあり、ロビーやベランダ
にベンチを置いているので、くつろぐこともで
きる。壁に季節に合った作品を掲示したり、利
用者が散歩で摘んできた花をロビーに飾るなど
して、季節を感じてもらえるようにしている。

廊下やベランダにはソファー、ベンチがあり、
利用者が思い思いに寛げる空間となるように配
置や周辺の飾りつけが工夫されている。季節の
花や写真、栽培している野菜を眺めながら、家
族や職員、利用者同士が会話を楽しみ、家庭的
な雰囲気の中で居心地よく過ごせる空間となっ
ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

バリアフリー構造で安全に暮らせる工夫がある。自立し
て安全に移動できるように随所に手すりや滑り止めマッ
トを設置している。自室がわかりにくい方のために入口
に写真入りの表札をかけたり、トイレの表示を工夫した
りている。転倒防止のために、伝い歩きができるよう動
線に沿って家具を配置したり、昼夜で家具の配置を変更
したりしている。

ロビーの席は相性の良い利用者が近くになるよ
う配慮している。廊下やベランダにベンチを置
いたり、和室の端に座布団を敷いて思い思いに
過ごせるようにしている。中庭に散歩を兼ねて
出かけ、花や畑の野菜を見たり、あずま屋で歌
を唄ったりして過ごせるようになっている。

部屋に置ける範囲内で、好みのソファや椅
子を持ってこられている。お位牌を持って
こられている方もある。壁に家族の写真や
本人の作品、好きな飾り物を飾ったりし
て、本人らしい部屋になるように工夫して
いる。

仏壇や馴染みの家具の持ち込みもあり、落ち着
ける居室づくりができている。家族の写真や趣
味の作品を飾り、本人らしく居心地よく暮らせ
るよう工夫されている。居室は馴染みの職員が
毎日掃除を行い、清潔を保ちつつ、利用者の生
活変化を感じられるようにしている。
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